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【テーマ】------------------------------------------------------------------------ 

広大な石の河原が育む、命の営みと自然環境 

～札内川自然再生の取り組みから学ぶ～ 
 

報告者；国土交通省北海道開発局 

帯広開発建設部治水課 治水専門官（環境） 天羽 淳 氏 
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■日 時；１１月２２日（木） １８：００～２１：００ 

■会 場；とかち館 丹頂の間（帯広市西 7条南 6丁目 2、電話:0155-24-1040） 

■会 費；３，５６０円（懇親会費として。飲み物はソフトドリンク飲み放題。 

アルコールは飲み放題ではございません。） 

準備の関係上、１１月１６日（金）までに出欠のご回答をお願いいたします。 

お問い合わせは同友会事務局（担当：松田）まで。電話：0155-22-3611 

----------------------------------------------------------------------------------------- 
環境部会１１月望年例会（１１／２２）出欠回答 

 

□出席します          □欠席します 

 

 

会社名               役職         氏名                      

返信先 FAX：0155-22-3612  E-mail: doyukai@netbeet.ne.jp 

【タイムテーブル】 

18:00～ 開会挨拶、天羽氏 講演 

19:30～ 懇親会 

21:00～ 閉会挨拶 

環境部会 11 月例会は、帯広開発建設部の天羽氏を

お迎えし、札内川の自然再生の取り組みについてお話

いただきます。 

また、今回は一足早い望年例会として、懇親会も開

催します。また、その後も環境部会の活動やその他積

もり積もった話を大いに語り合ってまいりましょう。 

皆様のお越しをお待ちしております！ 

【札内川の自然再生について】 

「礫河原(れきがわら)」と呼ばれる、

石に覆われた河原が約 40 キロにも渡っ

て広がる札内川。 

しかし、近年河原の樹林化が進み、ケ

ショウヤナギやチドリ類など、礫河原が

なければ世代交代が困難な動植物の衰

退が懸念されています。札内川特有の環

境・景観の保全と治水の両立を目的とし

た礫河原の再生をご報告いただきます。 

私たちの生活を守りつつ、生物の多様

性を図る全国でも先進的な事例が身近

にあるということを学びましょう。 


